






 

nyushi
線

nyushi
線

nyushi
テキスト ボックス
※ 本地図の天竜川の記載位置に誤りがございましたので，記載されていた河川名は削除しました。



著作権の関係上、公表しません。









（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（前期日程試験：令和５年度） 1/2 問題番号 S5 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 情報学部（情報社会学科） 

出題のねらい 

１ 

大規模災害を契機として地理空間情報が整備されてきたが，近年では高度情報

化社会において先進的な技術との相乗的な発展が目指されている。環境問題の

深刻化も背景として，防災は地域・行政・企業にとって依然として緊急かつ重

要な課題である。本設問の問１では，浜松市天竜区の中山間地域を事例として，

地理的特性や災害による影響や課題を文章や地図・画像データから総合的に読

み取り，客観的に記述させることが狙いである。すなわち，理解力，論理的思

考力，表現力を確認する。問２では，高度情報化社会における先進的な技術と

地理空間情報を活用することで，どのように防災の向上が期待できるかについ

て，提示された資料・統計情報を基に推察させることが狙いである。ここでは，

理解力を基にした推測する能力と創造力が問われている。 

 国語力だけではなく、社会・理科の学習成果が問われている。 

採 点 基 準 

 

１（配点40%） 

問１（配点20%に相当） 

１） 佐久間町の地理的特性について，地形など自然環境の側面と災害を結

びつけて捉えられている（急峻な地形では地滑りなどの災害が起こり

やすく，橋梁や道路などが被災しやすいことに言及している）。 

２） 佐久間町の地理的特性について，集落などの分布と道路インフラの重

要性が正確に捉えられている（中山間地域では河川等により集落が分

断されており，橋などが域内外の移動に欠かせないことに言及してい

る）。 

３） 災害による地域への影響や課題について，地理的特性と関連づけて捉

えられている（災害により道路や橋が寸断した状態が長期間継続する

と，中山間地域では長距離の迂回が必要になり，その地域で生活して

ゆくことが困難になることに言及している）。 

問２（配点20%に相当） 

１）事例となる天竜区の状況を位置や人口の推移から正確に捉えられてい

る（市の南北の距離が長いために移動に大きな制約があり，人口減

少・高齢化も継続していることに言及している）。 

２） 地理空間情報の整備・活用が，高度情報化社会に即して進展している

ことを捉えられている（GISを含む地理空間情報と，IoTやAIなどの先

進的技術と関連づけて言及している）。 

３） 防災の向上について，天竜区の置かれた現状を踏まえて，地理空間情

報の高度な活用方法を推察できている（長距離の移動や中山間地域の

特性，人口減少などの具体的な背景や課題について，地理空間情報を

活用した解決の可能性に言及している）。 

 

図表から読み取れることが多いため，必ずしも上記のすべてを詳細に満た

す必要はないが，各項目に対応する内容が記述されている必要がある。特

に，限られた字数のなかで，データを正確に読取り，その前提の上でどのよ

うな可能性が考えられるか論理的に推察できているかを確認する。 
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（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（前期日程試験：令和５年度） 2/2 問題番号 S5 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 情報学部（情報社会学科） 

出題のねらい 

２ 

情報技術開発に関する文章を的確に受け止め，これを手がかりに情報

社会の未来的問題について考察する力を問う。 

採 点 基 準 

 

２（配点60%） 

問１：アバターを使用することで実世界を仮想化して，さまざまな可

能性が考えられる世界にするという著者の構想が読み取れているか，

またその社会を，例を用いて適切に表現することができるかを確認す

る。 

 筆者が，アバターを使用することでさまざまな可能性が開ける社

会を構想していることを読み取れているか。 

 その例として適切なものを挙げることができているか。 

 150 字～200 字を用いて，適切な精度で，上記を表現できている

か。 
（配点20%） 

問２：情報社会の動向についての基礎的な関心や知識を問う。問題文

を手掛かりに，自分の言葉でポイントを押さえてコンパクトに説明す

る力を評価する。 

 著者の考えている「問題」が，自分の背景的な知識を用いて，適

切に理解できているか。 

 適切な例をあげて，制限字数の中で的確に表現できているか。 
（配点20%） 

 

問３： 情報社会において今後生じるであろう問題について，問題文

を手掛かりに筆者の問題意識を受け止め，自分なりに掘り下げること

ができるかを問う。 

 社会問題を一つ選んで，その問題が発生する状況を具体的かつ適

切に説明できているか。 

 その状況を，情報社会に関する背景的知識を用いて，問題状況と

して的確に把握し説明できているか。 

 説明した問題に対して，妥当な社会的対策を挙げることができ，

説得力を持って提案できるか。 
（配点20%） 
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